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諏
訪
之
瀬
島
（
鹿
児
島
県
十
島
村
）
は
、
屋
久
島
と

奄
美
大
島
の
間
に
点
在
す
る
12
の
島
々
か
ら
な
る

ト
カ
ラ
列
島
の
島
の
一
つ
で
あ
る
。
鹿
児
島
市
か
ら
は

フ
ェ
リ
ー
で
約
10
時
間
、
人
口
は
72
名
（
２
０
１
５
年
５

月
末
現
在
、
十
島
村
調
査
）。

島
中
央
の
御
岳
（
標
高
７
９
６
ｍ
）
は
活
発
に
噴
煙
を

上
げ
る
火
山
で
あ
る
。
そ
の
東
側
に
は
作
地
温
泉
と
い
う

島
唯
一
の
温
泉
が
あ
る
。
陸
か
ら
の
道
が
な
い
た
め
、
海

の
穏
や
か
な
干
潮
時
に
渡
し
船
で
し
か
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
海
を
見
な
が
ら
の
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。御

岳
は
長
年
に
わ
た
り
火
山
活
動
が
続
い
て
い
る
。
記

録
が
残
っ
て
い
る
中
で
最
も
古
い
１
８
１
３
年
の
噴
火
で

は
、
火
砕
流
が
発
生
、
流
れ
出
し
た
溶
岩
が
海
ま
で
達
し
、

山
体
も
崩
壊
し
た
。
こ
の
噴
火
に
よ
り
住
民
全
員
が
避
難

し
た
た
め
１
８
８
３
年
ま
で
無
人
島
と
な
っ
た
。
そ
の
後

も
噴
火
は
断
続
的
に
発
生
し
た
が
、
１
９
５
０
年
代
以

降
は
ほ
ぼ
毎
年
噴
火
し
て
い
る
。
２
０
０
６
年
に
は
年
間

５
１
９
回
の
爆
発
的
噴
火
を
記
録
。
昨
年
も
９
月
に
89
回

の
噴
火
が
起
こ
り
、
噴
煙
が
火
口
か
ら
１
５
０
０
ｍ
の
高

さ
ま
で
上
が
っ
た
。

気
象
庁
は
諏
訪
之
瀬
島
の
火
山
活
動
に
つ
い
て
、「
今

後
も
火
口
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
程
度
の
噴
火
が
発
生
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
火
口
か
ら
概
ね
１
㎞
の
範
囲

で
は
、
噴
火
に
伴
う
弾
道
を
描
い
て
飛
散
す
る
大
き
な
噴

石
に
警
戒
し
て
く
だ
さ
い
」
と
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る

（
２
０
１
６
年
２
月
８
日
発
表
、
管
内
月
間
火
山
概
況
（
平

成
28
年
１
月
）
よ
り
）。

噴煙を上げる南海の島

諏訪之瀬島全景　東側より（気象庁撮影）

諏訪之瀬島
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている。気象庁により火山周辺警報（レベル 2、火口周辺規制）が発表中である（平成
28 年 1月 31 日現在）。

諏訪之瀬島
すわのせじま

Vol. 37

鹿児島県
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超
高
層
建
築
物
を
大
き
く
揺
ら

す
長
周
期
地
震
動
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

内
閣
府
の
「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地

震
モ
デ
ル
検
討
会
」
及
び
「
首
都
直
下

地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」（
両
検
討
会
座
長
：

阿
部
勝
征 

東
京
大
学
名
誉
教
授
）
は
、

昨
年
（
平
成
27
年
）
12
月
17
日
に
、
近

い
将
来
に
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
際

に
想
定
さ
れ
る
長
周
期
地
震
動
に
関
す

る
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
周
期
地
震
動
に

よ
る
影
響
の
全
体
像
が
初
め
て
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

長
周
期
地
震
動
と
は

揺
れ
が
１
往
復
す
る
の
に
か
か

る
時
間
を
「
周
期
」
と
い
い
ま
す
。

地
震
が
発
生
す
る
と
、
ガ
タ
ガ
タ

と
小
刻
み
に
揺
れ
る
周
期
の
短
い

揺
れ
に
加
え
、
船
に
乗
っ
て
い
る

よ
う
な
周
期
の
長
い
揺
れ
で
あ
る

「
長
周
期
地
震
動
」が
発
生
し
ま
す
。

長
周
期
地
震
動
は
、
震
源
が
浅

く
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
７
以
上
の
巨
大

地
震
の
場
合
に
大
き

く
な
り
や
す
く
、
周

期
の
短
い
波
に
比
べ

て
遠
く
ま
で
伝
わ
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
規
模
な

平
野
な
ど
の
柔
ら
か

な
地
盤
が
厚
く
分
布

す
る
場
所
で
揺
れ
が

増
幅
さ
れ
、
長
時
間

に
わ
た
っ
て
揺
れ
が

続
く
こ
と
も
特
徴
で
す
。

超
高
層
建
築
物
が

　大
き
く
揺
れ
る
わ
け

建
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

固
有
の
揺
れ
や
す
い
周
期
（
固
有
周
期
）

が
あ
り
ま
す
。
固
有
周
期
は
、
建
物
が

高
い
ほ
ど
長
く
な
り
、
木
造
家
屋
な
ど

の
低
い
建
物
で
は
概
ね
２
秒
以
下
、
高

さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
２
秒
程

度
、
高
さ
３
０
０
メ
ー
ト
ル
で
５
～
６

阿部勝征座長から報告を受ける河野防災担当大臣

長周期地震動と建物の揺れ周期の短い地震動と建物の揺れ
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図 1．建物が地震動と共振する様子（気象庁提供）

長周期地震動への備え

南海トラフ沿いの巨大地震による 
長周期地震動の影響とは？
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秒
程
度
で
す
。

建
物
は
、
固
有
周
期
と
近
い
周
期
の

地
震
動
に
揺
す
ら
れ
続
け
る
と
、
次
第

に
揺
れ
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
現

象
を
「
共
振
」
と
い
い
ま
す
。

低
い
建
物
は
、
固
有
周
期
が
短
い
た

め
、
短
周
期
の
地
震
動
と
共
振
し
ま
す
。

一
方
で
、
高
さ
60
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

よ
う
な
超
高
層
建
築
物
は
、
固
有
周
期

が
長
い
た
め
、
長
周
期
地
震
動
と
共
振

し
て
大
き
く
揺
れ
ま
す
（
図
１
）。

な
お
、
石
油
タ
ン
ク
な
ど
固
有
周
期

が
長
い
巨
大
な
建
造
物
も
、
長
周
期
地

震
動
と
共
振
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

長
周
期
地
震
動
に
よ
る

　過
去
の
被
害
事
例

平
成
15
年
十
勝
沖
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
０
）
で
は
、
震
源
か
ら

約
２
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
苫

小
牧
市
で
石
油
タ
ン
ク
が
長
周
期
地
震

動
と
共
振
し
て
大
き
く
揺
れ
、
金
属
の

摩
擦
で
発
生
し
た
火
花
が
石
油
に
引
火

し
て
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
苫
小
牧

市
で
は
、
こ
の
他
に
地
震
に
よ
る
目
立
っ

た
被
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

長
周
期
地
震
動
が
社
会
的
な
関
心
を
集

め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
）
で
は
、
広

範
囲
で
長
周
期
地
震
動
が
観
測
さ
れ
、

超
高
層
建
築
物
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

停
止
や
閉
じ
込
め
が
発
生
し
、
在
館
者

が
「
船
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
揺
れ
が

長
く
続
き
と
て
も
怖
か
っ
た
」
と
感
じ

る
な
ど
、
長
周
期
地
震
動
に
よ
る
特
徴

的
な
建
物
の
揺
れ
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

長
周
期
地
震
動
対
策
に
関
す
る

　検
討
の
経
緯

平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い

の
巨
大
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
最
大

ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
を
想
定
し
て
対

策
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
閣
府
で
は
、
平
成
23
年
８
月
に
「
南

海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」

を
設
置
し
、
被
害
想
定
や
防
災
対
策
を

検
討
す
る
際
の
基
礎
と
な
る
最
大
ク
ラ

ス
の
地
震
に
よ
る
震
度
分
布
・
津
波
高

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
３
月
に
「
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
震
度
分
布
・

津
波
高
に
つ
い
て
（
第
一
次
報
告
）」
と

し
て
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で

は
、
長
周
期
地
震
動
に
つ
い
て
、
観
測

記
録
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
確
立
さ

れ
た
推
計
手
法
が
な
い
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
の
検
討
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
に
相

当
す
る
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お

け
る
長
周
期
地
震
動
の
観
測
記
録
や
解

析
結
果
等
、
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基

づ
く
検
討
を
実
施
し
、
今
般
、「
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
に
よ
る
長
周
期

平成 15 年十勝沖地震における石油タンクの火災
（消防庁提供）

平成 23 年東北地方太平洋沖地震における超高層建築物の被
害：上・超高層建築物 2 階の被害　下・超高層建築物 24 階

の被害（工学院大学 久田嘉章教授提供）
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地
震
動
に
関
す
る
報
告
」
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

長
周
期
地
震
動
の
計
算
手
法

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
際
の
長
周
期
地
震
動
に
よ
る
影

響
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
ま
ず
、
長

周
期
地
震
動
を
発
生
さ
せ
る
断
層
領
域

の
特
定
や
断
層
か
ら
解
放
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
（
応
力
降
下
量
）
な
ど
、
想

定
さ
れ
る
地
震
の
発
生
パ
タ
ー
ン
を
モ

デ
ル
化
し
た
「
震
源
断
層
モ
デ
ル
」
を

構
築
し
ま
す
。

続
い
て
、
こ
の
震
源
断
層
モ
デ
ル
で

設
定
し
た
断
層
領
域
か
ら
地
震
動
を
発

生
さ
せ
、
地
震
動
が
伝
わ
る
地
盤
を
細

か
な
格
子
の
集
合
体
に
置
き
換
え
て
、

各
格
子
の
揺
れ
を
逐
次
計
算
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
経
路
を
広
範
囲
に
伝
播
す

る
長
周
期
地
震
動
を
計
算
し
ま
す
。
こ

の
手
法
は
、
複
雑
な
地
盤
構
造
や
伝
播

過
程
を
反
映
し
た
計
算
が
可
能
と
な
る

一
方
で
、
膨
大
な
計
算
資
源
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
今
回
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
に
よ
る

長
周
期
地
震
動
は
、
文
部
科
学
省
が

政
策
的
に
重
要
か
つ
緊
急
な
課
題
に
対

し
割
り
当
て
る
重
点
化
促
進
枠
（
課
題

番

号
：hp130128

、hp130134

、

hp140252

）
に
よ
り
、
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」

を
利
用
す
る
こ
と
で
計
算
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
長
周
期
地
震
動
の
計

算
で
は
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が

全
国
的
な
地
質
情
報
や
探
査
デ
ー
タ
等

を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
「
全
国
１
次
地

下
構
造
モ
デ
ル
」
を
改
良
し
た
地
盤
構

造
モ
デ
ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

計
算
結
果
と
過
去
に
発
生
し
た
地
震
で

観
測
さ
れ
た
長
周
期
地
震
動
の
記
録
を

比
較
・
検
証
す
る
こ
と
で
、
こ
の
計
算

手
法
の
妥
当
性
も
確
認
し
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
に

　よ
る
長
周
期
地
震
動

今
回
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
南
海

ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
の
長
周
期
地
震
動
の
推
計
結
果
と

し
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
程
度
の
最

大
ク
ラ
ス
の
地
震
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス

で
は
、
地
表
の
揺
れ
が
継
続
す
る
時
間

は
、
三
大
都
市
圏
で
長
く
な
り
、
長
周

期
地
震
動
が
卓
越
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
図
２
）。
特
に
揺
れ
の
継
続
時
間

が
長
く
な
る
地
域
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

①
継
続
時
間
３
０
０
秒
以
上
が

推
計
さ
れ
た
地
域

 

千
葉
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、

奈
良
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
の
一
部

②
継
続
時
間
４
０
０
秒
以
上
が

推
計
さ
れ
た
地
域

 

兵
庫
県
神
戸
市
及
び
大
阪
府
大
阪
市

の
沿
岸
部
の
一
部

超
高
層
建
築
物
の
構
造
へ
の
影
響

長
周
期
地
震
動
に
よ
る
地
表
の
揺
れ

が
明
ら
か
に
な
る
と
、
各
地
点
に
お
け

る
超
高
層
建
築
物
の
揺
れ
の
大
き
さ
を

推
計
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
検
討
で
は
、
こ
の
超
高
層
建

築
物
の
揺
れ
の
推
計
結
果
か
ら
構
造
へ

の
影
響
を
評
価
す
る
た
め
、
超
高
層
建

スーパーコンピュータ「京」（理化学研究所 計算科学研究機構）

6

図 2．最大クラスの地震による長周期地震動の継続時間
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築
物
の
試
験
体
で
あ
る
鉄
骨
造
高
層
建

物
を
振
動
台
（
防
災
科
学
技
術
研
究
所

の
Ｅ

－

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
の
上
で
実
際

に
揺
ら
し
て
試
験
体
が
倒
壊
す
る
ま
で

を
調
査
し
た
実
験
結
果
（
文
部
科
学
省

「
都
市
の
脆
弱
性
が
引
き
起
こ
す
激
甚
災

害
の
軽
減
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
最

大
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、「
建
物
が
倒
壊
す
る
ま
で
に
は
強
度

的
に
一
定
の
余
裕
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
実
験
は
十
分
に
品
質

管
理
さ
れ
た
建
物
に
お
け
る
実
験
結
果

で
あ
る
た
め
、
建
設
か
ら
時
間
が
経
過

し
た
古
い
時
代
の
超
高
層
建
築
物
に
お

い
て
は
、
倒
壊
ま
で
に
ど
の
程
度
の
余

裕
が
あ
る
の
か
、
不
明
な
点
も
あ
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
報
告
書
で
は
、
個
々
の

超
高
層
建
築
物
の
構
造
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
個
別
に
詳
細
な
検
証
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
改
修
等
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地

震
を
想
定
し
た
超
高
層
建
築
物
に
お
け

る
長
周
期
地
震
動
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
国
土
交
通

省
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

新
た
に
超
高
層
建
築
物
を
建
設
す
る
際

の
長
周
期
地
震
動
を
考
慮
し
た
構
造
設

計
の
実
施
や
既
存
の
超
高
層
建
築
物
に

対
す
る
耐
震
性
能
の
詳
細
な
検
証
、
補

修
等
に
よ
っ
て
、
今
後
、
対
策
の
強
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

超
高
層
建
築
物
に
お
け
る

　室
内
へ
の
影
響

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
最
大
ク
ラ
ス
の

地
震
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
超
高
層

建
築
物
は
倒
壊
ま
で
に
は
強
度
的
に
一

定
の
余
裕
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

整
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
室
内
に
お
い
て

は
長
周
期
地
震
動
に
よ
っ
て
大
き
く
揺

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
程
度
の
最
大
ク

ラ
ス
の
地
震
を
想
定
し
た
場
合
、
三
大

都
市
圏
に
お
け
る
超
高
層
建
築
物
の
最

上
階
の
揺
れ
は
、
沿
岸
部
を
中
心
と
す

る
地
域
で
１
０
０
～
２
０
０
㎝
程
度
が

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
固
有
周

期
５
～
６
秒
（
高
さ
２
０
０
～
３
０
０

ｍ
程
度
）
の
建
物
で
は
、
中
部
圏
及
び

近
畿
圏
の
一
部
で
最
大
３
０
０
㎝
以
上

も
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

た
だ
し
、
こ
の
結
果
は
、
単
純
に
モ

デ
ル
化
し
た
超
高
層
建
築
物
が
、
仮
に

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
あ
る
と
想
定
し
た

場
合
の
推
計
結
果
で
あ
り
、
実
在
す
る

超
高
層
建
築
物
の
揺
れ
を
推
計
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

長
周
期
地
震
動
へ
の
備
え

（
１
）
家
具
固
定
の
推
進

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
三
大
都
市
圏
の
広
い
範

囲
で
背
の
高
い
家
具
等
が
転
倒
す
る
可

能
性
が
高
く
、
一
部
地
域
で
は
、
背
の

低
い
家
具
等
で
あ
っ
て
も
、
転
倒
を
引

き
起
こ
す
程
度
の
揺
れ
が
発
生
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
キ
ャ

超高層建築物（鉄骨造高層建物）の倒壊までを調査した振動台実験（上：倒壊前、
下：倒壊後）（文部科学省提供、振動台は防災科学技術研究所の E-ディフェンス）

7



ぼ う さ い      平 成 2 8 年 春 号  （第 82 号）

最
大
変
位
（
㎝
）
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ス
タ
ー
付
き
で
滑
り
や
す
い
場
合
に
は
、
建
物
の

揺
れ
の
変
位
量
と
同
程
度
も
し
く
は
そ
れ
以
上

に
移
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
極
め
て
危
険
な
凶

器
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
移
動
し
た
家
具
等
が
衝

突
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
移
動
や
転
倒
を
引
き
起

こ
し
、
被
害
の
拡
大
を
招
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。家

具
等
の
転
倒
や
移
動
、
落
下
の
防
止
対
策

は
、
短
周
期
の
揺
れ
へ
の
対
策
だ
け
で
な
く
長
周

期
地
震
動
対
策
と
し
て
も
非
常
に
重
要
で
す
。
特

に
、
揺
れ
が
大
き
い
場
合
に
は
、
家
具
等
を
十
分

に
固
定
で
き
ず
、
転
倒
に
よ
っ
て
扉
が
ふ
さ
が
れ

た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
に
衝
突
し
て
地
上
に
落
下
し
た

り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

事
態
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
、
家
具
等
を
設
置

す
る
場
所
に
配
慮
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

（
２
）
身
の
安
全
の
確
保

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
が
発
生
す
る

と
、
三
大
都
市
圏
の
広
い
範
囲
で
、
船
に
乗
っ
て

い
る
よ
う
な
揺
れ
が
長
く
続
き
、
歩
い
た
り
動
い

た
り
す
る
こ
と
に
や
や
支
障
が
生
じ
、
一
部
地
域

で
は
、
立
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
揺
れ
に
翻
弄
さ
れ
、
自
分

の
意
志
で
何
も
行
動
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
が

生
じ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

超
高
層
建
築
物
が
長
周
期
地
震
動
と
共
振
し

て
揺
れ
が
大
き
く
な
る
ま
で
に
は
、
あ
る
程
度
の

時
間
的
な
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
超

高
層
建
築
物
内
で
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
大
き

な
地
震
の
発
生
を
知
ら
せ
る
情
報
を
見
聞
き
し

た
場
合
や
揺
れ
を
感
じ
た
場
合
に
は
、
頭
部
を
保

近畿圏

近畿圏

中部圏

中部圏

周期 3 秒（建物の高さ 100m 程度）

周期 5 秒（建物の高さ 200 ～ 300m 程度）

首都圏

首都圏

図 3．超高層建築物における最上階の揺れ（最大変位）

最
大
変
位
（
㎝
）

300

200

100

50

30

10

050km 50km 50km
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護
し
、
揺
れ
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
体
勢
を
低

く
し
て
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

（
３
）
災
害
対
応
力
の
向
上

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
超
高
層

建
築
物
の
内
外
で
災
害
が
同
時
発
生
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
誰
も
助
け

に
来
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
各
自

で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
の
「
自
衛
消
防
組
織
」
や

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
「
自
主
防
災
組
織
」
な
ど
の

災
害
対
応
組
織
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く

と
と
も
に
、
地
震
発
生
時
の
対
応
や
自
身
の
役

割
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

今
後
の
長
周
期
地
震
動
対
策
に
つ
い
て

今
回
の
報
告
で
は
、
切
迫
性
が
高
い
南
海
ト

ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
を
対
象
と
し
て
、
長
周

期
地
震
動
に
よ
る
影
響
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
が
、
首
都
圏
で
は
、
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨

大
地
震
に
よ
る
長
周
期
地
震
動
に
よ
る
影
響
を

考
慮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
内
閣
府
で
は
、
相
模
ト
ラ
フ
沿

い
の
巨
大
地
震
等
に
よ
る
長
周
期
地
震
動
に
つ

い
て
、
最
新
の
科
学
的
知
見
を
幅
広
く
整
理
及

び
分
析
し
、
防
災
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
た

め
、
地
震
学
者
や
建
築
分
野
の
専
門
家
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
る
「
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地

震
等
に
よ
る
長
周
期
地
震
動
検
討
会
」（
座
長
：

平
田
直 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
教
授
）
を
本

年
（
平
成
28
年
）
１
月
に
設
置
し
、
検
討
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
方
に

今
回
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
南
海
ト
ラ
フ
沿

い
の
巨
大
地
震
に
よ
る
長
周
期
地
震
動
に
関
す

る
報
告
」（
平
成
27
年
12
月
17
日
公
表
）
は
、

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

当
該
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
、
報
告
書
資
料
一
式

や
概
要
資
料
に
加
え
、
長
周
期
地
震
動
が
地
表

を
伝
わ
る
様
子
が
分
か
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動

画
（
画
面
イ
メ
ー
ジ
：
図
４
）
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

こ
の
動
画
は
、
１
７
０
７
年
宝
永
地
震
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
６
）
及
び
１
８
５
４
年
安

政
東
海
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
）、

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
程

度
）
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
作
成
し
て
お

り
、
長
周
期
地
震
動
に
よ
る
揺
れ
の
継
続
時
間

が
三
大
都
市
圏
で
長
く
な
る
様
子
な
ど
が
確
認

で
き
ま
す
。

○
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
に
よ
る
長

周
期
地
震
動
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て
」

h
ttp

://w
w

w
.b

ou
sai.go.jp

/jish
in

/
nankai/nankaitrough_report.htm

l
図 4．長周期地震動が地表を伝わるアニメーション動画の画面イメージ

（上段：三大都市圏拡大表示、中段：広域表示、下段：最大速度（左）・継続時間（右））
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
21

２
０
１
５
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
13

日
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
国
連
気

候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
０

年
以
降
の
新
た
な
地
球
温
暖
化
対
策
の

国
際
的
枠
組
み
で
あ
る
「
パ
リ
協
定
」

が
採
択
さ
れ
た
。
同
会
議
に
は
、
１
０

０
カ
国
以
上
の
閣
僚
が
参
加
し
、
日
本

か
ら
は
、丸
川
環
境
大
臣
は
じ
め
、外
務
・

経
済
産
業
・
環
境
・
財
務
・
文
部
科
学
・

農
林
水
産
・
国
土
交
通
省
関
係
者
等
が

出
席
し
、
11
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
オ

ラ
ン
ド
仏
大
統
領
主
催
の
首
脳
会
合
に

は
安
倍
総
理
も
出
席
し
た
。
本
稿
で
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
を

概
観
し
、
温
暖
化
に
よ
る
国
内
外
の
自

然
災
害
リ
ス
ク
の
激
甚
化
と
、
こ
れ
に

備
え
る
た
め
に
動
き
始
め
て
い
る
日
本

政
府
及
び
内
閣
府
の
取
組
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

パ
リ
協
定

今
回
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
は
、
１

９
９
７
年
に
採
択
さ
れ
た
京
都
議
定
書

に
代
わ
る
、
２
０
２
０
年
以
降
の
温
暖

化
対
策
の
新
た
な
国
際
枠
組
で
あ
る
。

京
都
議
定
書
で
は
、
先
進
国
だ
け
が
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
が
急
拡
大
し
て
い
る
中
国
や
イ
ン

ド
な
ど
の
新
興
国
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
米
国
が
締
結
し
な
い
と
表
明
し
た

こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
国
に
適
用
さ
れ

る
新
た
な
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
、
パ
リ
協
定
は
気
候
変
動
枠
組

条
約
に
加
盟
す
る
１
９
６
か
国
・
地
域

す
べ
て
が
参
加
す
る
公
平
か
つ
実
効
的

な
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

パ
リ
協
定
に
は
、
以
下
の
要
素
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

・
世
界
共
通
の
長
期
目
標
と
し
て
、

世
界
の
温
度
上
昇
に
つ
い
て
産
業

革
命
前
に
比
べ
て
２
℃
よ
り
十
分

低
く
保
つ
こ
と
と
す
る
目
標
を
設

定
。
１
・
５
℃
に
抑
え
る
よ
う
努

力
を
追
及
す
る
こ
と
も
言
及
。

・
今
世
紀
後
半
に
、
世
界
全
体
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
排
出
量

と
吸
収
量
を
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ
と
。

・
主
要
排
出
国
を
含
む
す
べ
て
の
国

が
削
減
目
標
を
５
年
ご
と
に
提
出
・

更
新
し
、
共
通
の
方
法
で
実
施
状

況
を
報
告
し
、
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け

る
こ
と
。

・
世
界
全
体
と
し
て
の
進
展
状
況
を

２
０
２
３
年
以
降
、
５
年
ご
と
に

確
認
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
先
立
ち
、
世
界
の
エ
ネ
ル

左：議長代行する安倍総理（写真提供：内閣広報室）
右上：COP21 の際に実施された日仏首脳会談（写真提供：内閣広報室）

右下：丸川環境大臣ステートメント（写真提供：環境省）
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気候変動を踏まえた防災の取組
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ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
９
割
超
に

相
当
し
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
へ
の
加

盟
国
の
９
割
を
超
え
る
１
８
１
の
国
・

地
域
が
削
減
目
標
等
を
国
連
に
提
出
し

た
。
日
本
政
府
は
２
０
１
５
年
７
月
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
で
26
％

減
ら
す
国
際
目
標
を
掲
げ
た
。
た
だ
し
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
は
、
各
国
が
提
出
し
た
削

減
目
標
に
達
成
義
務
は
課
さ
れ
ず
、
達

成
に
向
け
た
国
内
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
の

　

激
甚
化

こ
の
よ
う
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

向
け
た
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、

パ
リ
協
定
で
気
温
上
昇
を
２
℃
未
満
に

抑
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
国
際
社
会
で
は

一
定
程
度
の
温
暖
化
は
避
け
ら
れ
な
い

と
み
ら
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
は
人
間

社
会
と
地
球
に
緊
急
か
つ
潜
在
的
に
不

可
逆
な
脅
威
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お

り
、
気
候
変
動
の
影
響
に
適
応
す
る
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

パ
リ
協
定
に
は
、
適
応
に
関
す
る
項
目

も
多
く
含
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、

具
体
的
に
ど
の
程
度
の
気
候
変
動
が
予

測
さ
れ
て
い
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
影

響
が
、
特
に
自
然
災
害
分
野
や
健
康
分

野
に
つ
い
て
予
測
さ
れ
て
い
る

の
か
、
以
下
で
見
て
い
く
。

気
象
庁
の
気
候
変
動
監
視
レ

ポ
ー
ト（
２
０
１
４
）に
よ
る
と
、

日
本
に
お
け
る
気
候
変
動
の
現

状
は
、
１
８
９
８
年
～
２
０
１

４
年
に
お
い
て
、
１
０
０
年
あ

た
り
１
・
14
℃
上
昇
し
て
い
て
、

最
高
気
温
が
35
℃
以
上
の
猛
暑

日
日
数
も
、
１
９
３
１
年
～
２

０
１
４
年
に
お
い
て
増
加
傾
向

が
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、

降
水
量
に
つ
い
て
も
、
日
降
水

量
１
０
０
㎜
以
上
、
な
ら
び
に

２
０
０
㎜
以
上
の
日
数
が
１
９

０
１
～
２
０
１
４
年
に
お
い
て

増
加
傾
向
が
現
れ
て
い
る
一
方

で
、
日
降
水
量
１
・
０
㎜
以
上

の
日
数
は
減
少
し
て
い
る
。

20
世
紀
末
と
比
較
し
た
21
世

紀
末
の
将
来
予
測
で
は
、
気
温

上
昇
の
程
度
を
か
な
り
低
く
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
温
暖
化

対
策
を
取
っ
た
場
合
は
、
全
国
平
均
が

１
・
１
度
（
０
・
５
～
１
・
７
度
）
上
昇
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
非
常
に
多

い
場
合
に
は
、
４
・
４
度
（
３
・
４
～
５
・

４
度
）
上
昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

（
気
象
庁
、
環
境
省
「
日
本
国
内
に
お
け

る
気
候
変
動
予
測
の
不
確
実
性
を
考
慮

し
た
結
果
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」）。

ま
た
降
水
量
に
つ
い
て
も
、
大
雨
や
短

時
間
強
雨
の
発
生
頻
度
の
増
加
や
強
雨

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
降
水
量
が
増

加
す
る
一
方
で
、
無
降
水
日
数
の
増
加

も
予
測
さ
れ
て
い
る
。（
気
象
庁
「
地
球

温
暖
化
予
測
情
報
第
８
巻
」）。

こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
に
よ
る
日
本

国
内
に
お
け
る
自
然
災
害
分
野
や
健
康

分
野
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
以
下
の
よ

う
な
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
平

成
27
年
11
月
27
日
閣
議
決
定
「
気
候
変

動
の
影
響
へ
の
適
応
計
画
」）。

・
水
害
：
大
雨
や
短
時
間
強
雨
の
発

生
頻
度
の
増
加
と
大
雨
に
よ
る
降

水
量
の
増
大
に
伴
う
水
害
の
頻
発

化
・
激
甚
化

RCP 8.5RCP 6.0RCP 2.6 RCP 4.5

出典：�平成 26 年 12 月 12 日報道発表「日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果に�
ついて（お知らせ）」（気象庁、環境省）
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図　年平均気温の変化の分布
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・
高
潮
・
高
波
：
海
面
上
昇
や
強
い

台
風
の
増
加
等
に
よ
る
浸
水
被
害

の
拡
大
、
海
岸
侵
食
の
増
加

・
土
砂
災
害
：
土
砂
災
害
の
発
生
頻

度
の
増
加
や
計
画
規
模
を
超
え
る

土
砂
移
動
現
象
の
増
加

・
暑
熱
：
夏
季
の
熱
波
が
増
加
、
熱

中
症
搬
送
者
数
の
倍
増

・
感
染
症
：
感
染
症
を
媒
介
す
る
節

足
動
物
の
分
布
域
の
拡
大

ま
た
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
以
下

の
よ
う
な
地
域
別
の
主
要
な
リ
ス
ク
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
第
５

次
評
価
報
告
書
」）。

一
般
的
に
、
島
嶼
国
や
開
発
途
上
国

な
ど
イ
ン
フ
ラ
や
社
会
シ
ス
テ
ム
が
脆

代表濃度経路シナリオ（線）及び第 3作業部会で用いられた関連するシナリオ区分における CO2 単独
の排出量（着色区分は 5～ 95％の範囲）。2100 年の二酸化炭素換算の濃度水準 ( 単位は ppm)。
出典：IPCC 第 5次評価報告書�統合報告書�政策決定者向け要約�図�SPM.5(a)

出典：�IPCC 第 5次評価報告書�統合報告書�政策決定者向け要約�図�SPM.8

・RCP8.5：非常に高い温室効果ガス排出となるシナリオ
・RCP6.0、RCP4.5：RCP2.6 と RCP8.5 の間の中間的なシナリオ
・RCP2.6：厳しい緩和シナリオ。工業化以前に対する世界平均の気温上昇を高い可能性（66%

超の確率）で 2°C未満に維持することを目指すシナリオの代表
（IPCC�第 5 次評価報告書�統合報告書�政策決定者向け要約 SPM2.1 より）
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図　人為起源の CO2 の年間排出量

図　各地域の主要なリスク及びリスク低減の可能性
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弱
な
国
ほ
ど
、
異
常
気
象
や
自
然
災
害

な
ど
の
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
開
発
水
準
に
あ

る
国
に
お
い
て
も
、
自
然
災
害
に
対
し

て
脆
弱
な
土
地
に
居
住
し
、
自
然
資
源

に
依
存
し
た
生
活
を
形
成
し
て
い
る
社

会
的
弱
者
は
気
候
変
動
の
悪
影
響
を
受

け
や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
外

務
省
国
際
協
力
局 
２
０
０
７
年
「
気
候

変
動
へ
の
適
応
分
野
に
お
け
る
開
発
途

上
国
支
援
」）。

仙
台
防
災
枠
組
と
気
候
変
動

２
０
１
５
年
は
、
国
際
防
災
協
力
の

分
野
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
大
き
な

国
際
的
な
枠
組
み
が
決
定
さ
れ
、
非
常

に
重
要
な
年
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
３
月

に
仙
台
で
行
わ
れ
た
国
連
防
災
世
界
会

議
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
兵
庫
行

動
枠
組
」
に
続
く
新
た
な
国
際
的
な
防

災
指
針
と
し
て
「
仙
台
防
災
枠
組
２
０

１
５

－

２
０
３
０
」
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
９
月
に
は
２
０
１
５
年
ま
で
の

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
継
続
・
発
展

さ
せ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
し
て
12

月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
、
２
０
２
０
年
以
降

の
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
合
意
で
あ

る
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
ず
、
仙
台
防
災
枠
組
で
は
、
事
前

の
防
災
投
資
や
「
よ
り
良
い
復
興
」、
多

様
な
主
体
の
参
加
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
重
要
性
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
ほ
か
、

災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
の
削
減
な
ど
７

つ
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
気

候
変
動
を
防
災
分
野
に
お
け
る
主
要
な

脅
威
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、
定
め
ら

れ
た
優
先
行
動
の
中
で
も
と
る
べ
き
行

動
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
優

先
行
動
１
：
災
害
リ
ス
ク
の
理
解
」
の

中
で
は
、「
マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
の
災
害
リ

ス
ク
に
関
す
る
包
括
的
調
査
の
実
施
、

気
候
変
動
シ
ナ
リ
オ
な
ど
の
地
域
的
な

災
害
リ
ス
ク
評
価
及
び
マ
ッ
プ
の
開
発

の
促
進
」
が
今
後
の
重
要
な
行
動
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
国
際
協

力
と
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

の
項
目
に
お
い
て
、
小
島
嶼
開
発
途
上

国
は
、
気
候
変
動
に
よ
り
災
害
の
影
響

が
悪
化
な
ど
す
る
場
合
も
あ
り
、
国
際

協
力
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再

確
認
す
る
こ
と
や
、
気
候
変
動
へ
の
適

応
に
関
連
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
災
害
リ

ス
ク
削
減
の
各
取
組
を
統
合
す
る
こ
と

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
気
候

変
動
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
記
載
が
な

さ
れ
て
い
る
。

次
に
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
中
で
も
、
自
然
災
害
や
気

候
変
動
の
脅
威
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も

に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
・
５
と
し
て
、「
２

０
３
０
年
ま
で
に
、
貧
困
層
や
脆
弱
な

状
況
に
あ
る
人
々
の
強
靱
性
（
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
）
を
構
築
し
、
気
候
変
動
に
関

連
す
る
極
端
な
気
象
現
象
や
そ
の
他
の

経
済
、
社
会
、
環
境
的
シ
ョ
ッ
ク
や
災

害
へ
の
暴
露
や
脆
弱
性
を
軽
減
す
る
。」

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
ほ
か
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
13
・
１
と
し
て
、「
全
て
の
国
に
お

い
て
、
気
候
関
連
の
脅
威
や
自
然
災
害

へ
の
強
靱
性
と
適
応
能
力
を
強
化
す
る
」

旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

仙
台
防
災
枠
組
と
同
様
、
災
害
に
よ
る

死
者
数
と
被
災
者
数
の
削
減
な
ど
の
目

標
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
決
定
の
中
で

も
「
仙
台
防
災
枠

組
」
に
つ
い
て
言

及
が
な
さ
れ
て
い

る
。以

上
の
よ
う
に
、

仙
台
防
災
枠
組
は
、

２
０
１
５
年
以
降

の
国
際
的
な
防
災

の
枠
組
み
に
関
す

る
初
め
て
の
国
際

的
な
合
意
と
な
り
、

持
続
可
能
な
開
発

目
標
や
パ
リ
協
定

な
ど
、
後
に
続
い

た
政
府
間
協
議
を

進
め
て
い
く
上
で

の
基
礎
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国

際
協
力
分
野
に
お

け
る
複
数
の
国
際
的
な
合
意
が
一
貫
性

を
持
っ
て
相
互
に
補
完
し
合
う
よ
う
な

形
で
、
気
候
変
動
や
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
と
い
う
地
球
規
模
の
課
題
に
対
し

て
国
際
社
会
が
協
力
し
て
解
決
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
重
層
的
な
国
際
的
枠
組

み
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
分
野
に
お
け
る

　

日
本
の
国
際
協
力

気
候
変
動
分
野
に
お
け
る
途
上
国
支スピーチする安倍総理大臣（写真提供：内閣広報室）
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援
の
具
体
的
な
内
容
の
例
と
し
て
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
首
脳
会
合
に
お
け
る
安
倍
総

理
大
臣
の
ス
ピ
ー
チ
で
発
表
さ
れ
た
、

「
美
し
い
星
へ
の
行
動
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
２
・

０
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
２
０
１

３
年
に
「
美
し
い
星
へ
の
行
動
（
Ａ
Ｃ

Ｅ
）」
と
し
て
示
し
た
日
本
の
気
候
変
動

対
策
の
取
組
を
一
層
強
化
し
た
も
の
で
、

・
途
上
国
へ
の
気
候
変
動
対
策
の
支

援
額
を
２
０
２
０
年
に
、
現
在
の

１
・
３
倍
、
官
民
合
わ
せ
て
年
間

１
兆
３
千
億
円
と
す
る
こ
と
。

・
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
技
術

の
開
発
強
化
に
向
け
、
２
０
１
６

年
春
ま
で
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
策

定
し
、
革
新
的
技
術
の
開
発
に
つ

い
て
集
中
す
べ
き
有
望
分
野
を
特

定
し
て
、
研
究
開
発
を
強
化
す
る

こ
と
。

を
そ
の
内
容
に
含
む
。

特
に
適
応
分
野
に
お
い
て
は
、
第
３

回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
公
表
さ
れ
た

仙
台
防
災
協
力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
は
、

防
災
と
深
く
関
係
す
る
気
候
変
動
対
策

を
支
援
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、
我

が
国
は
、
緑
の
気
候
基
金
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）*

へ
の
15
億
ド
ル
の
拠
出
を
し
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｃ
Ｆ
の
支
援
の

５
割
は
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応
分

野
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
11
月
に
最
初
の
支
援
案
件
と
な
る

８
件
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
続
き
、
２

０
１
６
年
に
は
、
Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
25
億
ド
ル

分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
目
指
し
て

い
る
。

（* 

開
発
途
上
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
と
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応
を
支

援
す
る
基
金
）

ま
た
、
昨
年
、
我
が
国
の
「
気
候
変

動
の
影
響
へ
の
適
応
計
画
」（
平
成
27
年

11
月
27
日
閣
議
決
定
）
を
策
定
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
環
境
省
等
で
は
、
途
上

国
に
お
け
る
適
応
計
画
策
定
に
関
連
す

る
支
援
や
能
力
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

気
候
変
動
に
関
連
し
た

　

内
閣
府
防
災
担
当
の
取
組

内
閣
府
防
災
担
当
に
お
い
て
も
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
が
も
た
ら

す
災
害
の
激
甚
化
に
備
え
、
国
や
地
方

公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
国
民

一
人
一
人
の
目
線
で
必
要
な
対
策
を
議

論
す
る
た
め
、「『
防
災
４
．
０
』
未
来

構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
座
長
：
河
野
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
））
を
立
ち

上
げ
、
２
０
１
５
年
12
月
24
日
に
第
一

回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
幅
広
い
分
野
の
有
識
者
委

員
の
参
画
の
下
、
国
民
の
一
人
一
人
が

災
害
リ
ス
ク
に
向
き
合
い
、
社
会
全
体

と
し
て
「
リ
ス
ク
へ
の
備
え
」
に
取
り

組
む
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
提
言
を
発
信
し

て
い
く
（
詳
細
は
Ｐ
．
16
参
照
）。

く
わ
え
て
、
内
閣
府
防
災
担
当
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
決
定
に
お
い
て
歓
迎
さ
れ
た

仙
台
防
災
枠
組
を
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、

ア
ジ
ア
地
域
ひ
い
て
は
世
界
中
で
推
進

さ
れ
る
よ
う
国
際
防
災
協

力
の
取
組
を
進
め
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
ア
ジ

ア
地
域
な
ら
び
に
二
国
間

で
の
協
力
体
制
を
築
き
、

仙
台
防
災
枠
組
の
実
施
状

況
を
含
む
防
災
分
野
に
お

け
る
情
報
共
有
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
途
上

国
が
仙
台
防
災
枠
組
を
実

施
す
る
の
を
支
援
す
る
目

的
で
、
東
日
本
大
震
災
や

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
の

『
よ
り
良
い
復
興
』
事
例
を

調
査
収
集
し
て
発
信
す
る

試
み
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、
国
際
会
議
な
ど

で
日
本
の
防
災
体
制
や
経

験
に
つ
い
て
そ
の
知
見
を

発
信
し
、
ま
た
ア
ジ
ア
各

国
の
防
災
担
当
者
・
専
門

家
へ
の
研
修
を
、
ア
ジ
ア

防
災
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て

行
う
な
ど
多
面
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

内
閣
府
防
災
担
当
で

は
、
今
後
も
、
防
災
分
野
に
お
い
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
に
世
界
各
国
が

対
応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
際
防

災
協
力
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

「防災 4.0」未来構想プロジェクト（第一回）（平成 27 年 12 月 24 日）の様子
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首
都
直
下
や
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
地
震
や
、
近
年
日
本
各
地
で

相
次
ぐ
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
関
係

者
が
一
堂
に
会
す
る
「
災
害
時
の
連
携
を
考
え
る
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
：
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
準
備

会
）
が
２
月
12
日
・
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全
国
各
地
で
相
次
ぐ
自

然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
支

援
関
係
者
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
多
様
性
を
認
め
合

い
、
地
域
を
尊
重
し
、
支
援
漏
れ
な
ど
を
な
く
す
と

い
う
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
な
が
ら
、
多
様

な
セ
ク
タ
ー
が
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
の
必
要
性
や

災
害
時
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
お
い
て
内
閣
府

（
防
災
担
当
）
か
ら
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
大
き
な
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
各
セ
ク
タ
ー
が
連
携
し
、
有
効
な
被
災

者
支
援
や
防
災
意
識
の
向
上
な
ど
新
し
い
公
共
の
形

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
か
ら
は
、
関
係

者
同
士
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
に
加
え
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
日
赤
、
行
政
な
ど
が
、
組

織
対
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
協
力
し
、
効
率

的
に
力
を
発
揮
で
き
る
連
携
体
制
を
作
る
こ
と
へ
の

期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
と
連
携
強
化
の
重
要
性
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
つ
な
が
り
は
、
そ
な
え
！
」

を
合
言
葉
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
、

企
業
、
大
学
な
ど
41
都
道
府
県
か
ら
４
５
５
名
が
参

加
し
、
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
の
実
情
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
教
訓
を
ふ
ま
え
て
、
９
つ
の
分

科
会
で
専
門
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、

「
行
政
と
市
民
セ
ク
タ
ー
の
連
携
」分
科
会
で
は
、国
、

県
の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
に
加
え
、
災
害
時
に
お

い
て
は
、
行
政
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
情
報
共
有
を
行
う
会
議
を
迅
速
に
設
け

る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
内
閣
府
が
発
表
し
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
震
度
や
津
波
に
よ
る
被
害
想
定
か
ら
、
事
前
の

備
え
が
被
害
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
発
災
し
た
場
合
の
支
援
団
体
の
動
き
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
支
援
の
偏
り
を
な

く
す
た
め
に
、
支
援
の
全
体
像
の
把
握
と
調
整
機
能

の
必
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
間
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、
避
難
所
に
お

け
る
支
援
、
地
域
で
の
連
携
の
取
り
組
み
、
行
政
と

市
民
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
、
資
金
助
成
の
あ
り
方
、

海
外
支
援
の
受
入
等
の
様
々
な
テ
ー
マ
に
お
い
て
、

今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
か
ら
は
、今
後
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
に
、

新
た
な
組
織
の
立
ち
上
げ
と
、
地
域
間
、
セ
ク
タ
ー

間
の
関
係
構
築
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
継
続
的
に
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
今
後

毎
年
開
催
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
関
連
Ｕ
Ｒ
Ｌ
【
開
催
レ
ポ
ー
ト
】
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防災の動き
Disaster Management News

「災害時の連携を考える 
全国フォーラム」開催について

パネルディスカッションの様子「南海トラフ地震発生シミュレーション」会場の様子
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内
閣
府
防
災
担
当
で
は
、
昨
年
12
月
、
河
野
太

郎
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
を
座
長

と
し
て
「『
防
災
４
．
０
』
未
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に
よ
り
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
し
、
企
業
や
国
民
一
人
一
人
に
と
っ
て
真
に
必
要
な

防
災
対
策
は
何
か
、
骨
太
の
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
災

害
リ
ス
ク
と
向
き
合
う
国
民
運
動
へ
と
展
開
し
、
社
会
全

体
の
意
識
改
革
と
そ
の
取
組
の
推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

○
「
防
災
４
．
０
」
と
は

わ
が
国
は
、
そ
の
自
然
的
条
件
か
ら
、
様
々
な
災
害
が

発
生
し
や
す
い
特
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
度
重

な
る
大
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
様
々
な
防
災
に
関
す
る

取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名

称
に
冠
し
た
「
防
災
４
．
０
」
に
は
、
わ
が
国
の
防
災
対

策
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
伊
勢
湾
台
風
（
１
９
５
９

＝
１
．
０
）、阪
神
・
淡
路
大
震
災（
１
９
９
５
＝
２
．
０
）、

東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
＝
３
．
０
）
を
踏
ま
え
、
気

候
変
動
が
も
た
ら
す
災
害
の
激
甚
化
に
備
え
る
た
め
、
国

民
の
一
人
一
人
が
災
害
の
リ
ス
ク
に
向
き
合
う
契
機
と
な

る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
た
い
と
い
う
決
意
が

込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

○
「
防
災
４
．
０
」
の
目
指
す
姿

日
本
の
防
災
対
策
は
過
去
の
痛
ま
し
い
災
害
に
よ
る
被

害
を
教
訓
と
し
て
発
展
を
し
て
き
ま
し
た
。
他
方
で
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
今
で
も
、
最
大
規
模

の
災
害
を
想
定
し
た
防
災
対
策
に
お
け
る
取
組
は
途
上
の
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「防災4.0」未来構想 
プロジェクトについて

「防災１.０」

災害対策基本法の制定
・中央防災会議の設置
・防災に関する総合的かつ⻑期的な計画である防災基本計画の作成

１９５９年（昭和３４年）

伊勢湾台⾵

官邸における緊急参集チーム設置など政府の初動体制の整備

⼤規模地震の被害想定・対策の⾒直し、「減災」の考え⽅を
防災の基本理念として位置付け、想定しうる最⼤規模の洪⽔
等への対策（⽔防法改正）

１９９５年（平成７年）
阪神・淡路⼤震災

２０１１年（平成２３年）

東⽇本⼤震災

「防災２.０」

「防災３.０」 最⼤クラスを想定した災害への備え不⼗分

「防災４.０」
地球温暖化に伴う気候変動が
もたらす災害の激甚化

多様な主体が参画するネットワークと
その⾃律的システムの構築による
新たな防災のフェーズ（「防災４.０」）へ

防災に関する統⼀的な制度・体制の不在

建築物の耐震改修促進法の制定（平成7年）
被災者⽣活再建⽀援法の制定（平成10年）

原⼦⼒規制委員会発⾜など原⼦⼒政策の⾒直し（平成24年）
⾃然災害と原⼦⼒災害の複合災害への想定が不⼗分

耐震化が不⼗分な建築物の倒壊等による多数の被害
⽣活再建等を⾏えない被災者が多数存在

わが国の観測史上最⼤の地震、
⼤津波の発⽣による甚⼤かつ
広域的な被害

住宅の倒壊やライフラインの
⼨断、交通システムの⿇痺、
多数の被災者の発⽣など都市
型災害による甚⼤な被害

⼤規模な台⾵による多数の⼈
的・物的被害

政府の危機管理体制の不備、初動対応における課題

戦後における災害の教訓を踏まえた防災政策の歩みと「防災４.０」
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段
階
で
あ
り
、
特
に
、
国
民
、
企
業
等
が
災
害
リ
ス
ク

に
主
体
的
に
向
き
合
い
、
災
害
に
対
す
る
「
備
え
」
の

意
識
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
災
害

の
激
甚
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
12

月
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
コ
ッ
プ
）
21
に
お
い
て
、
先
進
国
を
は

じ
め
途
上
国
も
参
加
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の

た
め
の
新
た
な
枠
組
み
と
な
る
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

気
候
変
動
が
も
た
ら
す
災
害
の
激
甚
化
に
備
え
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
企
業
や
国
民
一
人
一
人
の

あ
ら
ゆ
る
目
線
で
必
要
な
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、「
防

災
４
．
０
」
で
は
、
新
た
な
防
災
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
「
多
様
な
主
体

が
参
画
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
自
律

的
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
行
政
の
み
な
ら
ず
、
経

済
界
、
地
域
、
企
業
・
個
人
一
人
一

人
が
災
害
を
「
わ
が
こ
と
」
と
し
て

と
ら
え
、そ
の
リ
ス
ク
と
向
き
合
い
、

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
自

律
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
災
害
に
備

え
る
社
会
が
目
指
す
姿
で
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
主
な
議
論

第
２
回
会
合
ま
で
の
議
論
の
中
で
、
有
識
者
委
員
や

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
主
と
し
て
以
下
の
よ
う
な

見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
温
暖
化
に
伴
い
、
強
い
雨
や
強
い
台
風
が
増
え
る
。

・
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
従
来
、
安
全
と
さ
れ
て

い
た
対
策
が
危
う
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
防
災
対
策
を
考
え
る
上
で
、
市
場
原
理
と
の
関
係
も

重
要
で
あ
る
。

・
資
本
市
場
を
活
用
し
た
災
害
の
リ
ス
ク
回
避
手
法

と
し
て
は
、
大
企
業
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
債
（Catastrophe 

Bond

：
大
災
害
債
券
）
等
の
債
券
発
行
が
あ
る
が
、

中
小
企
業
に
は
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
の
活
用
等
が
有
効
で
あ
り
、
そ
の
活
用

促
進
が
望
ま
れ
る
。

・
災
害
や
防
災
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

観
測
の
方
法
も
発
達
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
い
わ
ば
公

共
財
と
し
て
、
そ
の
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
や
情

報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

○
今
後
の
予
定

本
年
４
月
末
ま
で
に
計
６
回
の
会
合
を
行
い
、
そ
の

後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
予

定
で
す
。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
防

災
担
当
の
Ｈ
Ｐ
に
特
集
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
参
照
く
だ
さ
い
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w

.bousai.go.jp/kaigirep/
kenkyu/m

iraikousou/index.htm
l

）

写真提供：東京消防庁
写真提供：神戸市 写真提供：気象庁HP写真提供：岐阜県

写真提供：東京消防庁

写真提供：神戸市

写真提供：気象庁HP

写真提供：岐阜県

「防災４.０」の⽬指す姿

行政

経済界 地域住民 住民

住民

住民住民

企業

企業

企業

企業

多様な主体が参画するネットワークと
⾃律的システムの構築

災害リスクへの「備え」

国

都道府県市町村

○座長

河野 太郎 内閣府特命担当大臣（防災）

○有識者委員

飯尾 潤 政策研究大学院大学教授

江守 正多 国立環境研究所
気候変動リスク評価研究室長

加藤 秀樹 構想日本代表

黒川 清 政策研究大学院大学客員教授

住 明正 国立環境研究所理事長

高瀬 香絵 科学技術振興機構
低炭素社会戦略センター特任研究員

船橋 洋一 日本再建イニシアティブ理事長

松井 孝典 千葉工業大学
惑星探査研究センター所長

（平成27年12月現在、敬称略、五十音順）

プロジェクトの検討体制

17
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内
閣
府
と
防
災
推
進
協
議
会
で
は
、

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
国
民
の
み
な

さ
ま
を
対
象
に
、
昭
和
60
年
か
ら

毎
年
「
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
31
回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
!!
」（
行
動

に
移
そ
う
）
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
を
描
く
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
学
校
や
家
庭
で
国
民
一

人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
て
、
災
害
に

よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
全
国
か
ら
１
２
６
４
９

点
の
応
募
が
あ
り
、「
防
災
担
当
大
臣
賞
」、「
防

災
推
進
協
議
会
会
長
賞
」、「
佳
作
」
及
び
「
入

選
」
が
選
出
さ
れ
、１
月
22
日
（
金
）
に
「
防

災
担
当
大
臣
賞
」
と
「
防
災
推
進
協
議
会
会

長
賞
」
受
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
出
席
し
た
河
野
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
）
は
、『
災
害
か
ら
の
被
害

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識
を
学
ん

で
、
訓
練
を
普
段
か
ら
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

「
冷
静
に
恐
れ
な
が
ら
正
し
く
対
処
す
る
」
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
大
事
で
す
。
避
難
勧
告
が

出
て
い
な
く
て
も
危
な
い
な
と
思
っ
た
ら
、

自
分
の
判
断
で
避
難
が
で
き
る
。
不
発
に
終

わ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
危
な
い
な

と
思
っ
た
ら
避
難
す
る
。
そ
う
い
う
「
積
極

的
」
な
行
動
が
大
事
で
す
。
今
日
受
賞
さ
れ

る
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
こ
の
事
を
い
つ
ま
で
も
覚
え
て

い
て
、
地
域
で
災
害
が
あ
っ
た
時
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
活
動
出
来
る
、
そ

の
よ
う
な
人
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。』
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

防
災
担
当
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
か
ら
、
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

出
來
楓
真
さ
ん
（
幼
児
・
小
学
１
年
生
の
部
）

「
僕
の
描
い
た
絵
が
、防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
し
て
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。
僕
は
絵

を
描
く
の
が
大
好
き
な
の
で
、
み
ん
な
に
見
て
ほ

し
い
で
す
。」　

島
勝
こ
は
る
さ
ん
（
小
学
２
～
４
年
生
の
部
）

「
幼
稚
園
の
時
、
東
北
の
大
震
災
を
テ
レ
ビ
で

見
て
、
津
波
が
来
た
ら
早
く
逃
げ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
顔
が
真
っ
赤
に
な
る
ぐ
ら

い
、
津
波
か
ら
一
生
懸
命
に
逃
げ
て
い
る
人
を
描

き
ま
し
た
。」

原　

唯
花
さ
ん
（
中
学
生
・
高
校
生
の
部
）

「
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
自
然
の
怖
さ
と
い

う
よ
り
も
、
大
き
な
自
然
の
力
を
知
り
そ
の
自
然

と
共
に
生
き
る
私
た
ち
に
、
必
要
な
こ
と
は
何
か

を
伝
え
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ら
と
思
い

ま
す
。」

他
の
受
賞
者
か
ら
も
、「
防
災
意
識
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
熱
い
思
い
を
絵
に
込
め
ま
し
た
。
ぜ

ひ
作
品
を
見
て
も
ら
い
た
い
。」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
内
閣
府
が

作
成
す
る
冊
子
へ
の
掲
載
や
、
作
品
の
展
示
を
行

い
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
防
災
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
も
ポ
ス
タ
ー
を
き
っ
か
け
に
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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Disaster Management News

第 31 回防災ポスターコンクール受賞者のみなさん

「第31 回防災ポスターコンクール」 
受賞作品決定
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受賞作品は http://www.bousai.go.jp/kyoiku/poster/31posconkekka.htmlからご覧になれます。

防災推進協議会会長賞（５作品）

幼児・小学 1年生の部	 那須　陽向（愛知県／だれでもアーティストクラブ）

小学 2～ 4年生の部	 馬田　莉乃（愛知県／だれでもアーティストクラブ）

小学 5・6年生の部	 中島　駿　（愛知県／江南市立古知野北小学校）

中学生・高校生の部	 月見　梨乃（神奈川県／東海大学附属相模高等学校）

一般の部	 後藤　重夫（東京都）
佳作（25 作品）
入選（204 作品）

防災担当大臣賞（５作品）

幼児・小学 1年生の部
出來　楓真（広島県／アトリエ島本）

中学生・高校生の部
原　唯花（香川県 ／三豊市観音寺
市学校組合立三豊中学校）

小学 2～ 4年生の部
島勝　こはる（徳島県／アトリエ遠渡（高木教室））

一般の部
大村　泰久（奈良県）

小学 5・6年生の部
齋藤　巧朗（青森県／平川市立平
賀東小学校）
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「
風
の
町
」
酒
田

松
尾
芭
蕉
の
俳
句
で
も
知
ら
れ
る
最
上
川
は
、

山
形
県
の
み
を
流
れ
る
一
級
河
川
で
す
。
そ
の
流

域
に
は
、
上
流
の
米
沢
盆
地
、
中
流
の
山
形
盆
地
、

そ
し
て
下
流
の
庄
内
平
野
と
、
日
本
有
数
の
穀
倉

地
帯
が
広
が
り
、
日
本
海
へ
と
注
ぐ
河
口
近
く
は
、

江
戸
時
代
に
は
北
前
船
が
寄
港
し
、「
西
の
堺
、
東

の
酒
田
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
繁
栄
し
た
港
町
・
酒

田
市
が
あ
り
ま
す
。

酒
田
は
「
風
の
町
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
地
形
か
ら
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
こ
と
が
多
く
、

ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と
、
大
火
に
な
る
こ

と
が
昔
か
ら
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

過
去
の
大
火
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
18
世
紀

以
降
の
３
０
０
年
間
に
、
５
０
０
戸
以
上
焼
失
し

た
大
火
が
16
回
（
そ
の
う
ち
１
０
０
０
戸
以
上
焼

失
し
た
の
が
７
回
）
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

以
降
は
、
消
防
組
織
の
充
実
や
市
民
防
災
意
識
が

向
上
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
１
０
０
戸
以
上
が
焼

失
す
る
大
火
は
、
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
、
１
７
０

０
戸
余
り
を
焼
失
す
る
「
酒
田
大
火
」
が
発
生
し

ま
し
た
。

強
風
で
飛
び
火
が
発
生

10
月
29
日
午
後
５
時
40
分
、
酒
田
市
中
町
２
丁

目
の
映
画
館
の
ボ
イ
ラ
ー
室
か
ら
火
の
手
が
上
が

り
ま
し
た
。
観
客
20
名
は
無
事
に
避
難
し
ま
し
た

20

酒田大火（1976）

災害を語りつぐ 6

山形県酒田市は 1976 年の「酒田大火」で大きな被害を受けますが、 
その教訓は防災活動に役立てられ、以後、大火は発生していません。

燃えつくした“風の町”決死の消防活動
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が
、
13
分
後
に
消
防
車
が
現
場
に
到
着
し
た
時
に

は
、
風
速
12
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
西
北
西
の
強
風

に
煽
ら
れ
て
吹
き
出
し
た
火
焔
が
、
ま
た
た
く
間

に
隣
接
の
木
造
家
屋
な
ど
に
燃
え
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
強
風
に
よ
り
発
生
し
た
大
量
の

飛
び
火
が
、
中
町
地
区
の
商
店
街
を
襲
い
ま
す
。

懸
命
な
消
火
活
動
も
火
の
勢
い
に
は
力
及
ば
ず
、

日
が
変
わ
っ
て
も
火
の
勢
い
は
衰
え
ま
せ
ん
。
午

前
３
時
頃
、
そ
れ
ま
で
時
折
降
っ
て
い
た
雨
が
強

ま
り
、
午
前
４
時
頃
に
は
強
風
も
収
ま
っ
た
こ
と

で
よ
う
や
く
火
の
勢
い
も
衰
え
ま
し
た
。
午
前
４

時
50
分
に
市
長
に
鎮
火
が
報
告
さ
れ
、
午
前
５
時

に
鎮
火
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
12
時
間

に
わ
た
る
炎
と
の
戦
い
は
幕
を
閉
じ
た
の
で
す
。

こ
の
火
災
で
は
、
酒
田
地
区
消
防
組
合
の
消
防

長
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
火
災
発
生
の
知
ら
せ
を

受
け
て
火
元
の
映
画
館
に
直
行
す
る
と
、
危
険
を

顧
み
ず
館
内
に
進
入
し
て
人
命
捜
索
に
あ
た
り
ま

し
た
が
、
不
運
に
も
煙
に
巻
か
れ
て
殉
職
し
た
の

で
し
た
。

多
く
の
消
防
職
員
や
消
防
団
員
が
、
強
風
の
中
、

猛
烈
な
火
の
勢
い
、
飛
び
火
、
濃
煙
、
有
毒
煙
な

ど
が
襲
う
過
酷
で
危
険
な
条
件
の
も
と
で
、
延
焼

を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
不
撓
不
屈
の
精
神
で
必

死
の
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
火
か
ら
の
教

訓
は
、
今
後
の
防
災
活
動
に
役
立
て
ら
れ
、
以
後
、

大
火
は
こ
の
地
で
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

21
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一
般
社
団
法
人
「
防
災
ガ
ー

ル
」
は
、
20
〜
30
歳
代
の

女
性
が
中
心
と
な
り
、
同

世
代
の
女
性
や
若
者
向
け
に
防
災
を
広

め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
防
災
ガ
ー

ル
を
２
０
１
３
年
に
立
ち
上
げ
た
の

が
、
代
表
を
務
め
る
田
中
美
咲
さ
ん
。

田
中
さ
ん
は
大
手
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
企
業

に
務
め
た
後
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
を
行
う
公
益
社
団
法
人
に
転
職
、

福
島
県
で
雇
用
創
出
事
業
に
携
わ
っ
た

経
験
を
持
つ
。

「
若
者
は
災
害
時
に
共
助
の
重
要
な

担
い
手
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
若
者

は
防
災
に
『
ダ
サ
い
』、『
面
倒
く
さ
い
』

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
り
、
防

災
へ
の
関
心
が
低
い
で
す
。
防
災
ガ
ー

ル
は
、
お
し
ゃ
れ
に
分
か
り
や
す
く
防

災
を
伝
え
、
若
者
の
防
災
意
識
を
変
え

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
田
中

さ
ん
は
言
う
。

防
災
ガ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
約

１
０
０
名
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
。
例

え
ば
、
若
い
女
性
向
け
の
防
災
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｉ
」
を
立
ち
上
げ
、
防

災
グ
ッ
ズ
の
制
作
・
販
売
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
グ
ッ
ズ
の
一
つ
が
、
懐
中
電

灯
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ
、
ヘ
ア
ピ
ン

な
ど
９
点
が
入
っ
た
「
防
災
ポ
ー
チ
」。

毎
日
持
ち
歩
く
バ
ッ
グ
に
ポ
ー
チ
が
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
女
性
目
線
で
中
身

を
厳
選
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
に
ヒ
ー

ル
を
履
い
て
い
て
も
、
歩
き
や
す
く
工

夫
さ
れ
た
こ
の
靴
に
履
き
替
え
て
避
難

で
き
る
よ
う
に
、
小
さ
く
折
り
畳
め
る

パ
ン
プ
ス
も
制
作
。
そ
の
他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
や
止
血
方
法
な
ど
が
イ
ラ
ス

ト
で
描
か
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
も
制
作

し
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
普
段
使
い
も

で
き
る
お
し
ゃ
れ
な
防
災
グ
ッ
ズ
と
し

て
人
気
を
集
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

販
売
し
、
完
売
し
て
い
る
。

防
災
ガ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

新
し
い
防
災
訓
練
も
各
地
で
実
施
し
て

い
る
。
そ
れ
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ゲ
ー
ム
「
ｉ
ｎ

ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」（
イ
ン
グ
レ
ス
）
を
使
っ

た
次
世
代
版
避
難
訓
練
「
Ｌ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｓ

Ｏ
Ｓ
」（
ル
ド
ゥ
オ
ス
）。
参
加
者
が
２

つ
の
陣
営
に
分
か
れ
、
指
定
さ
れ
た
防

災
・
災
害
に
関
連
す
る
場
所
を
制
限
時

間
内
に
回
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
競
う
と
い

う
も
の
。
２
０
１
５
年
８
月
に
東
京
の

渋
谷
で
開
催
さ
れ
た
訓
練
に
は
約
１
０

０
名
が
参
加
し
、
渋
谷
駅
周
辺
の
「
一

時
避
難
場
所
」、「
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」、「
帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
施

設
」
な
ど
を
徒
歩
で
巡
っ
た
。
ゲ
ー

ム
の
途
中
で
は
「
こ
こ
で
大
き
な
揺
れ

を
感
じ
た
ら
何
に
気
を
つ
け
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た
ク
イ
ズ
も
出
題

さ
れ
る
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
参
加
者
か
ら
、
災
害
時
の
行
動

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

防
災
が
当
た
り
前
の
世
の
中
へ

一
般
社
団
法
人
「
防
災
ガ
ー
ル
」
は
、「
防
災
を
も
っ
と
オ
シ
ャ
レ
で
わ
か
り
や
す
く
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、 

女
性
・
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第26回

防災ガールのメンバー 懐中電灯、ウェットテッシュなどが入った防災ポーチ
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と
し
て
、「
群
衆
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
人
の
流
れ
に
気
を
付
け
る
」、

「
身
近
な
一
時
避
難
拠
点
へ
行
く
」、

「
上
か
ら
の
落
下
物
に
気
を
付
け
る
」

な
ど
、
訓
練
で
の
経
験
か
ら
学
ん
だ

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

「
実
際
に
街
を
歩
き
考
え
な
が
ら

訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
災
害
時

の
危
険
性
や
自
分
の
身
の
守
り
方
を

具
体
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
参
加
者
の
防
災
意

識
が
非
常
に
高
ま
り
ま
し
た
」
と
田

中
さ
ん
は
言
う
。

防
災
の
基
本
ア
ク
シ
ョ
ン

防
災
ガ
ー
ル
は
各
地
の
企
業
や
学

校
か
ら
、
防
災
に
関
す
る
指
導
や
講

演
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ

の
時
に
紹
介
す
る
の
は
、
覚
え
や
す

く
、
簡
単
に
実
行
で
き
る
防
災
行
動

で
あ
る
。
防
災
ガ
ー
ル
で
は
そ
う
し

た
行
動
を
「
防
災
の
５
つ
の
基
本
ア

ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

１
．
声
を
か
け
あ
お
う

家
族
と
普
段
か
ら
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
う
。
地
域
、
学
校
、
会
社
の

人
と
日
頃
か
ら
声
を
か
け
あ
う
。
妊

婦
や
障
害
者
な
ど
、
助
け
が
必
要
な

人
に
気
を
配
る
。

２
．�「
も
し
も
」
の
状
況
を
考
え
て

お
こ
う

防
災
ポ
ー
チ
、
携
帯
電
話
の
充
電

器
、
常
備
薬
を
持
ち
歩
く
。
自
宅
や

会
社
の
避
難
経
路
・
避
難
場
所
を

知
っ
て
お
く
。
家
具
を
固
定
す
る
。

自
宅
で
食
品
な
ど
を
備
蓄
す
る
。

３
．
健
康
管
理
を
し
っ
か
り
し
よ
う

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。
体

温
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
体

力
づ
く
り
を
す
る
。

４
．
情
報
を
理
解
し
、
判
断
し
よ
う

内
閣
府
（
防
災
）tw

itter

（https://
tw

itter.com
/C

A
O

_BO
U

SA
I

）
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
防
災
速
報
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
情
報
の

発
信
元
を
確
認
す
る
。

５
．
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
よ
う

焦
ら
ず
に
、
冷
静
に
判
断
す
る
。

無
理
を
し
た
り
我
慢
を
せ
ず
素
直
に

な
る
。
一
人
の
空
間
を
つ
く
っ
た
り
、

大
き
く
深
呼
吸
す
る
。

防
災
ガ
ー
ル
は
今
年
中
に
、
防
災

ガ
ー
ル
の
活
動
を
通
じ
て
何
ら
か
の

防
災
行
動
を
と
る
人
が
、
全
国
の
消

防
職
員
数
と
ほ
ぼ
同
じ
16
万
人
に
な

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

「
少
し
で
も
防
災
行
動
を
と
っ
た

経
験
が
あ
る
人
が
16
万
人
い
れ
ば
、

か
な
り
多
く
の
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
、
助
け
合
い
が
成
立
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
防
災
に
関

心
の
な
か
っ
た
人
の
意
識
を
新
し
い

方
法
を
使
っ
て
変
え
る
こ
と
で
、
防

災
を
当
た
り
前
の
世
の
中
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
田
中
さ
ん
は
言
う
。

（
写
真
提
供　

一
般
社
団
法
人 

防
災
ガ
ー
ル
）
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『ぼうさい』夏号は平成 28 年 6 月発行の予定
です。

編集後記
東日本大震災から 5 年が経過しました。3

月 11 日を中心として防災のイベントが全国
各地で行われるなど、多くの皆様が防災につ
いて考える機会が持てたと思います。日本に
いる限り大地震は何時か必ず発生します。平
常時において自然災害に対する備えは、誰も
ができることです。食料の備蓄、飲料水の確
保、家具の転倒防止などは、個人でも身近に
できる防災対策です。読者の皆様、これから
も防災対策を積極的に取り組んでいきましょ
う。

『ぼうさい』春号  [No. 82]

防災ガールは、スマートフォン用のゲームを使った次世代版避
難訓練「LUDUSOS」( ルドゥオス ) を各地で実施

2015 年 9 月の関東・東北豪雨により被災した家屋で、床下の土砂の除去
を行う防災ガールのメンバー
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津波！？海岸近くで揺れを感じたら、高いところへ！

わたしたちご当地キャラクターが、
津波防災の取り組みを多くのみなさんにひろめるお手伝いをします。

月　日は
世界津波の日
5

2つの
お約束

津波から身を守る
自らの命を守ることに
全力を尽くす1 2家族と逃げる場所を

決めておく

2015年12月の国連総会により決定されました

くまモン［Ⓒ2010 熊本県くまモン］／しんじょう君［Ⓒ須崎市2013♯337］／きいちゃん［和歌山県］／ふなっしー［Ⓒふなっしー］／ちっちゃいおっさん［ⒸUPRIGHT］／あおもり観光マスコットキャラクター 「いくべぇ」®／ガチャピン・ムック［ⒸFUJITVKIDS］／航空自衛隊 大湊 マスコットキャラクター  ガメどん／中津市公式キャラクター「くろかんくん」／

日本をはじめとする世界142ヵ国の共同提案により、毎年11月5日が

「世界津波の日」と制定され、世界中で津波対策に関する新たな取り組みが始まりました。

なお、日本ではこれまでも2011年に「津波対策の推進に関する法律」により、11月5日を

「津波防災の日」と定め、全国各地で津波防災訓練や意識啓発の取り組みを実施しています。
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